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餞中筐に注意しきしょう′′

●鶴中饉tぼ?
温度や湿度が高いなかで、体内の水分や塩分 (ナトリウムなど)のパランスが崩れ、体温の調
節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体のだるさ、ひといときには,いれんや意識の異常
など、様々な障害をおこす症状のことです。
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●予賄のポイント

のとが潟く前に、こまめにホ分・嗜分・●口
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・運動などで多く汗をかく人は ■■して■0"腱をする.
・蒸し暑いときは、ェアコン、扇風機やシャワーを浴びるなどにより、
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teは、近くにいる人、友人や家族などに、すぐ助けを求める.

・劇口
"“
●ヽ●●うとしている症状が有る場合は、:11認 をする。
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方法

症 訳 対  処 医環 I●●への壁

口から欧めない燿合や症
状の改詈が見られない場
合は曇診が必要

ためらうことなく餃意軍
(119)を 蜃轟

めまい 立ちくらみ  こむ
ら通り 手定のし0れ

瞭 ししヽ4所へ移動  安″
水分補格

筵状が改善すれば受診の
0勲 し頭疇  lttき 気  体さ(る

しヽ 体に力が入 らな い 集
中力や判顧ヵの低下

原 しい場所へ移動  体を澪
やす 安
' 
十分な水分 と

塩分の稿給

碑 書 (呼。か けに対 し
反肛がおか しい  念話がお
か しいなど ) けぃれん
選呻   (晉段通 りに歩け
な しヽな ど)

涼 しい協西へ移動 安鬱
体がmけれ1課冷剤など
で冷 |●●

しゃ―尋

急む病気やけがで迷ったら・・・ #7口 ,9

喉 浜市救急相談センター」
し,―ぶ

8#7■ 9

をご存知ですか? 医療機関の案内 歌急電話相談を行っています
又は 80452227119(年 中無休 24時間対応 1)

音声ガイドが流れますので 次の0か②を選択してください。
受診できる病院を知りたい(音声案内により病院 診療所を案内します.)
故急電話相談皓 護師が緊急性や受診の必要性についてアドバイスします.)

①

②



L 家庭賄策員研修豚 タートします′′〕
0家庭賄後員こは′?
1■■
=関
する知識 ■ llを身につけるOF修で 自らの家庭を,る とともに その知識や技li

が隣近所|[颯わることで lt域の「防災力」の向上につなげていくことをい的としています.
研修を受i諄 した家庭

"人
員は lL域での消防副薇などに参力「し地

j・動 災のlHt,手となることが

期待さオlています 原,1と して 白治会 町内会長の推腐が参かの条口'となつます

【口Ft】 5,|ド旬～7,l●句

〔内容】
C 防火研修 0■急研修 0地震研修
C 風水育研修 0災●図 I副薇(DIC)■ i修

(“ 合せt】
青人,1崎 を ,防訳 予力係
01'-911-0111 平「 S■ 5ヽ 700

地域を守る′消防団員募集中 ′′

0消輪口に●11て
消防団員は 普段は自分の職 Xや■業を十ちながら 17■時には地域の防火
防人の担い手として また災答発生時には 消火 贅 にな どの,"防活動を行
い i也域の防入リーダーとしての役割を

'っ
ています

0日員幕集
青栞tl助団では 消防l li,の確保に取り紅んでいます 入国資格は ,大

`内
に

`●
している又は勤務 `[学 している満 18歳以上の方であれば

男女問わず人同てきます.      :
0事策所にも協力債輌
消防11を さらに活性化するため 企業の方が入団じやすく かつ,肖防団員として活動しやすい
環ittllの 一・フとして 、「消防団協力事黎所表示倒産」力`あつます `企業の皆きまに

',防

回活動へのご理解とごll力 を広頼し It業員の営きまの入」をお願いしています。

膚称赳 消防団係
74-0119

【・10せた】″葉消
"若045-,

～平成 30年度全国統一防火標議～

忘れてない ?サイフにスマホに火の確認


